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1

は
じ
め
に

　

稿
者
は
さ
き
に
、
近
世
に
流
布
し
た
南
朝
に
つ
い
て
の
史
書
で
あ
る
『
南
方
紀
伝
』
と
、
こ
れ
と
極
め
て
類
似
し
た
内
容
を
も
つ

『
桜
雲
記
』
と
の
作
者
と
成
立
環
境
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
両
書
は
寛
文
〜
延
宝
期
の
幕
府
書
物
奉
行
・
浅
羽
成
儀
の
作
で
あ
る
蓋
然

性
が
極
め
て
高
い
と
結
論
し
た）

1
（

。
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
注
目
し
た
の
が
、
神
戸
能
房
編
『
伊
勢
記
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
、

稿
本
）
と
い
う
文
献
だ
っ
た
の
だ
が
、
同
書
に
つ
い
て
は
、
行
論
上
最
低
限
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、『
伊
勢

記
』
と
は
ど
の
よ
う
な
文
献
で
あ
る
の
か
、
そ
の
著
述
意
図
と
内
容
的
特
徴
と
に
つ
い
て
、
述
べ
る
。

　

本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、『
伊
勢
記
』
の
な
か
に
記
さ
れ
る
文
献
の
名
称
で
あ
る
。
編
者
神
戸
能
房
が
ど
の
よ
う
な
文
献
を
参
照
し
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
伊
勢
記
』
の
特
徴
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
当
該
期
の
史
書
編
纂
の
特
徴
や
、
文
献
収
集
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
論
述
の
前
提
と
し
て
、
神
戸
能
房
お
よ
び
『
伊
勢
記
』
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
実
を
再
述
し
て
お
く）

2
（

。

　
『
伊
勢
記
』
の
編
者
神
戸
能
房
は
、
慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
ご
ろ
、
会
津
で
誕
生
。
初
名
、
良
政
。
当
時
、
父
・
政
房
は
会
津

神
戸
能
房
編
『
伊
勢
記
』
の
著
述
意
図
と
内
容
的
特
徴

勢　

田　

道　

生
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藩
の
蒲
生
家
に
仕
え
て
い
た
。
蒲
生
家
の
転
封
に
伴
い
、
能
房
は
伊
予
に
移
り
、
藩
主
蒲
生
忠
知
の
逝
去
（
寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）

年
）
の
後
、
牢
人
と
な
っ
て
父
祖
の
本
国
で
あ
る
伊
勢
に
移
る
。
寛
永
一
五
年
、
自
著
『
勢
州
兵
乱
記
』
を
紀
州
藩
主
徳
川
頼
宣
に
呈

上
。
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
に
は
紀
州
和
歌
山
に
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
一
一
月
一
一
日
没
、
享
年

五
十
八
か
。『
伊
勢
記
』
は
寛
文
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
能
房
の
最
晩
年
の
著
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
、『
伊
勢
記
』
の
概
要
と
『
公
卿
補
任
』

　
『
伊
勢
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
同
書
の
外
形
的
な
概
要
を
確
認
す
る
（
次
頁
【
表
１
】
参
照
）。

　
『
伊
勢
記
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
は
、
十
七
巻
二
十
四
冊
の
稿
本
。
一
巻
に
天
皇
一
代
の
治
世
を
あ
て
る
の
が
原
則
で
、
伏
見

院
の
正
応
元
（
一
二
八
八
）
年
か
ら
後
陽
成
院
の
天
正
十
九
（
一
五
九
一
）
年
ま
で
、
お
よ
そ
三
百
年
間
の
で
き
ご
と
を
年
月
日
の
順

に
記
し
た
編
年
史
で
あ
る
。

　

各
冊
は
、「
本
編
」（
仮
称
）
と
「
公
卿
補
」（
仮
称
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。「
公
卿
補
」
の
記
事
は
、『
公
卿
補
任
』
の
記
事
を
網
羅

的
に
月
日
の
順
に
並
べ
換
え
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
他
の
記
事
は
「
本
編
」
に
記
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
な
お
、「
本
編
」

に
「
○
日
ノ
コ
ト
」
な
ど
と
書
き
入
れ
が
あ
る
の
は
、「
公
卿
補
」
の
記
事
を
挿
入
す
べ
き
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、「
公
卿
補
」

は
最
終
的
に
「
本
編
」
に
統
合
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
現
に
、
巻
一
〜
巻
四
は
統
合
が
完
了
し
て
い
る
）。

　

現
在
、
各
冊
に
は
、
左
上
部
に
「
伊
勢
記
巻
之
〔
幾
〕」
と
外
題
を
記
し
た
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
補
の
も
の
。
こ
れ

に
続
き
、
本
文
共
紙
（
楮
紙
袋
綴
）
の
原
表
紙
が
あ
る
。
共
紙
表
紙
の
左
上
部
に
、
外
題
「
伊
勢
記
巻
之
〔
幾
〕」（「
本
編
」。「
公
卿
補
」

は
「
伊
勢
記
巻
之
〔
幾
〕
公
卿
補
」
あ
る
い
は
「
伊
勢
記
巻
之
〔
幾
〕
附
」
な
ど
）
が
記
さ
れ
、
表
紙
右
端
か
ら
は
、
当
該
冊
の
所
収
年
代
が
記
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さ
れ
て
い
る
。

　

寸
法
は
、
縦
二
七
・
二
糎
、
横
一
九
・
二
糎
（
第
一
冊
）。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
本
文
料
紙
の
天
地
の
、
書
き
入
れ
の
あ

る
部
分
を
残
し
て
裁
断
し
、
切
り
残
さ
れ
た
部
分
を
袋
綴
の

内
側
に
折
り
込
ん
だ
現
在
の
状
態
で
計
っ
た
も
の
。
折
り
込

み
部
分
を
展
開
す
る
と
、
元
来
の
寸
法
は
、
天
地
方
向
に
さ

ら
に
一
糎
ほ
ど
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

序
・
跋
・
奥
書
、
な
し
。
本
文
は
、
毎
半
葉
十
行
、
各
行

一
九
字
程
度
。
用
字
は
漢
字
（
落
書
の
引
用
な
ど
、
部
分
的

に
片
仮
名
を
用
い
る
）。
筆
者
は
四
人
以
上
と
思
わ
れ
る
。

墨
・
朱
・
胡
粉
に
よ
る
書
き
入
れ
や
抹
消
、
ま
た
、
貼
紙

も
、
き
わ
め
て
多
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
は
、『
伊
勢
記
』
が

『
公
卿
補
任
』
を
極
め
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
編
者
神
戸
能
房
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

『
公
卿
補
任
』
と
い
う
大
部
の
写
本
に
接
し
た
の
か
に
つ
い
て

は
、
調
査
が
及
ん
で
い
な
い）

3
（

が
、『
伊
勢
記
』
が
『
公
卿
補

下
末

巻
十
七
上
之
上

　
　
　

上
之
下

　
　
　

下
之
上

　
　
　

下
之
下

巻
十
六
上

　
　
　

下

巻
十
五

巻
十
四
上

　
　
　

下

巻
十
三

巻
十
二

巻
十
一

巻
十

巻
九

巻
八

巻
七

巻
六

巻
五

巻
四

巻
三

巻
二

巻
一

後
陽
成

正
親
町

後
奈
良

後
柏
原

後
土
御
門

後
花
園

称
光

後
小
松

後
円
融

後
光
厳

崇
光

光
明

光
厳
・
後
醍
醐
（
重
祚
）

後
醍
醐

花
園

後
二
条

後
伏
見

伏
見

天
皇

対
象
期
間

天
正
十
五
〜
天
正
十
九

永
禄
元
〜
永
禄
十
二

元
亀
元
〜
天
正
五

天
正
六
〜
天
正
十

天
正
十
一
〜
天
正
十
四

大
永
七
〜
天
文
十
五

天
文
十
六
〜
弘
治
三

文
亀
元
〜
大
永
六

寛
正
六
〜
文
明
九

文
明
十
〜
明
応
九

永
享
元
〜
寛
正
五

応
永
二
十
〜
正
長
元

永
徳
三
〜
応
永
十
九

応
安
五
〜
永
徳
二

文
和
二
〜
応
安
四

観
応
元
〜
文
和
元

建
武
四
〜
貞
和
五

正
慶
元
〜
建
武
三

元
応
元
〜
元
弘
元

延
慶
二
〜
文
保
二

乾
元
元
〜
延
慶
元

正
安
元
〜
正
安
三

正
応
元
〜
永
仁
六

年
次

23 22 21 20 18 16 14 12 9 7 5 4 2 1 本
編

分
冊
状
況24 19 17 15 13 11 10 8 6 3 公

卿
補

【
表
1
】 『
伊
勢
記
』
の
巻
冊
構
成
と
所
収
年
代

 

※
「
分
冊
状
況
」
欄
の
う
ち
、
実
線
は
現
在
の
冊
の
区
切
り
を
示
し
、

 
　

数
字
は
現
在
の
冊
次
を
、
点
線
は
共
紙
表
紙
で
区
切
ら
れ
た
部
分
を
示
す
。
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任
』
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

　

も
っ
と
も
、『
公
卿
補
任
』
の
記
事
の
中
に
は
、『
伊
勢
記
』
を
編
纂
す
る
上
で
必
ず
し
も
重
要
で
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。

な
ぜ
編
者
神
戸
能
房
は
、『
公
卿
補
任
』
の
記
事
を
あ
え
て
網
羅
的
に
取
り
こ
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、『
伊
勢
記
』
の
編
纂
意
図

に
関
わ
る
問
題
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
述
べ
る
。

二
、『
伊
勢
記
』
の
編
纂
目
的
と
偽
書
批
判

　
『
伊
勢
記
』
の
編
纂
目
的
に
関
し
、
前
稿
で
は
、『
伊
勢
記
』
が
対
象
と
す
る
正
応
元
年
か
ら
天
正
十
九
年
が
、
お
よ
そ
、
北
畠
親
房

の
誕
生
の
頃
か
ら
、
伊
勢
国
司
北
畠
家
の
断
絶
に
至
る
時
代
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、『
伊
勢
記
』
天
正
十
年
六
月
二
日
条
の
左
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
本
能
寺
の
変
の
記
事
に
続
く
本
文
で
あ
る
。

後
慶
長
末
、
小
瀬
甫
庵
道
喜
、
以
太
田
和
泉
守
牛
一
之
日
記
、
作
信
長
之
記
、
此
書
不
詳
、
誤
多
、
只
生
「
牛
」
一
之
日
記
説
也
、

然
而
巧
言
加
異
説
、
故
不
合
事
多
、
就
中
伊
勢
事
誤
多
、
我
父
政
房
憤
之
、
粗
録
之
、
予
本
之
、
自
若
年
好
和
書
、
太
平
記
以
下

不
審
者
多
、
常
見
聞
事
書
集
、
自
十
六
歳
始
染
筆
也
、
凡
記
諸
事
者
末
世
為
考
之
也
、
正
応
以
前
実
録
多
、
正
応
以
後
実
録
少
、

故
撰
正
応
後
記
也
、

　

こ
こ
で
編
者
神
戸
能
房
は
、
小
瀬
甫
庵
の
『
信
長
記
』
が
「
不
詳
、
誤
多
」
く
「
巧
言
加
異
説
」
て
い
る
こ
と
、
特
に
「
伊
勢
事

誤
多
」
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
自
ら
の
『
伊
勢
記
』
編
纂
に
つ
い
て
、「
正
応
以
前
実
録
多
、
正
応
以
後
実
録
少
、
故
撰
正
応
後
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記
也
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
動
機
か
ら
考
え
る
な
ら
、『
伊
勢
記
』
が
『
公
卿
補
任
』
を
網
羅
的
に
利
用
し
て
い
る
の
も
、『
公
卿
補

任
』
を
、
史
実
を
記
す
数
少
な
い
文
献
と
し
て
重
視
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
末
尾
が
天
正
十
九
年
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
は
、
伊
勢
国
司
北
畠
氏
を
継
い
だ
織
田
信
雄
が
勢
州
の
所
領
を
没

収
さ
れ
た
の
が
天
正
十
八
年
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、『
伊
勢
記
』
末
尾
の
天
正
十
九
年
条
に
は
、
織
田
信
雄
の
室
と
な
っ
た
北
畠
具
教

の
女
が
没
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、『
伊
勢
記
』
は
伊
勢
国
司
北
畠
家
の
断
絶
を
以
て
擱
筆
し
た
も
の
か
と
推
測

し
た
。
し
か
し
、『
伊
勢
記
』
は
、
三
瀬
の
変
で
北
畠
具
教
が
殺
害
さ
れ
、
そ
の
嫡
子
具
房
が
出
家
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
伊
勢
国
司

十
代
繁
昌
二
百
四
十
余
年
而
一
時
滅
亡
」（
天
正
四
年
十
一
月
廿
五
日
条
）
と
記
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
伊
勢
国
司
北
畠
家
を
継
い
だ

織
田
信
雄
に
つ
い
て
も
、
本
能
寺
の
変
の
後
に
「
停
伊
勢
国
司
号
、
止
北
「
畠
」
名
字
」
と
記
し
て
い
る
（
天
正
十
年
六
月
条
）。
よ
っ

て
、『
伊
勢
記
』
の
末
尾
が
天
正
十
九
年
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
北
畠
家
の
断
絶
と
は
別
の
理
由
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
九
年
九
月
条
の
左
の
記
事
に
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

同
下
旬
〈
異
中
旬
、
或
七
日
〉、
九
戸
左
近
将
監
〈
一
説
権
丞
〉
殺
兄
修
理
亮
〈
一
説
左
近
〉
而
降
、
秀
次
誅
之
、
今
年
九
月
、

日
本
擾
乱
悉
治
、
自
天
文
元
年
天
下
極
乱
、
至
今
年
悉
治
、
凡
六
十
年
、

　

右
の
よ
う
に
、『
伊
勢
記
』
は
、
天
正
十
九
年
九
月
の
九
戸
党
の
乱
の
終
息
を
以
て
、「
日
本
擾
乱
悉
治
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、『
伊
勢
記
』
は
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
を
以
て
擱
筆
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
編
者
神
戸
能
房
に
と
っ
て
、
北
畠
氏
歴
代
の
事
跡
が
格
別
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
こ
の
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こ
と
は
、
編
者
能
房
の
父
・
政
房
の
元
服
に
つ
い
て
の
左
の
記
事
（
天
正
十
五
年
）
か
ら
も
窺
え
る
。

十
二
月
、
源
政
房
元②

服
、
続
神
戸
「
友
盛
」
家
《①
十
六
歳
》、
号③

神
戸
清
六
郎
、
称
源
氏
、
為
北
畠
一
族
、
父
勝
政
嘆
当
時
北
畠
家

及
神
戸
家
之
断
絶
、
使
政
房
学
北
畠
家
神
道
文
武
法
、
用
割
菱
上
羽
蝶
紋
、
子
孫
叶
天
運
、
任
侍
従
已
上
、
則
可
称
北
畠

云
　

々

、

　

神
戸
政
房
の
父
・
高
嶋
勝
政
は
、
北
畠
・
神
戸
両
氏
の
断
絶
を
嘆
き
、
政
房
を
し
て
「
北
畠
家
神
道
文
武
法
」
を
学
ば
し
め
、
ま

た
、
も
し
子
孫
が
侍
従
以
上
に
任
ぜ
ら
れ
た
な
ら
ば
「
北
畠
」
と
称
す
べ
し
、
と
言
っ
た
と
い
う
。
勝
政
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
前
提

に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
自
身
と
そ
の
男
・
政
房
が
北
畠
家
の
血
を
引
く
存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　

高
嶋
勝
政
の
先
祖
を
遡
る
と
、
祖
父
・
神
戸
具
盛
か
ら
そ
の
父
・
北
畠
材
親
へ
、
さ
ら
に
北
畠
親
房
へ
と
繋
が
る
。
す
な
わ
ち
、

『
伊
勢
記
』
が
記
す
北
畠
氏
歴
代
の
事
跡
は
、
編
者
能
房
の
父
祖
の
事
跡
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
北
畠
・
神
戸
両

氏
の
断
絶
を
前
提
と
し
て
記
さ
れ
る
右
の
記
事
は
、
能
房
に
と
っ
て
、
北
畠
家
の
血
を
引
く
自
身
の
由
緒
を
強
調
す
る
と
い
う
意
味
を

も
つ
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、『
伊
勢
記
』
の
編
纂
に
は
、
正
応
か
ら
天
正
ま
で
に
つ
い
て
の
正
確
な
史
書
を
編
纂
す
る
と
い
う
目
的
と
と
も

に
、
北
畠
家
の
血
統
を
継
ぐ
自
身
の
由
緒
を
宣
揚
す
る
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
『
信
長
記
』
に
つ
い
て
の
編
者
能
房
の
批
判
を
見
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
偽
」
に
対
す
る
批
判
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
認
め
ら
れ
る
。
左
に
示
す
の
は
、
天
正
十
年
の
甲
州
武
田
家
滅
亡
の
記
事
に
続
く
本
文
で
あ
る
。
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天
文
五
年
以
後
、
武
田
士
高
坂
弾
正
忠
作
晴
信
勝
頼
之
日
紀
、
本
名
春
日
源
五
郎
、
天
正
六
年
死
去
、
後
其
姪
春
日
総
次
郎

云
々
、
至
当
年
書
加
之
云
々
、
然
而
元
和
寛
永
比
、
甲
州
之
士
小
畑
等
、
以
此
書
巧
言
書
加
諸
事
、
故
誤
多
、
偽
繁
多
也
、
此
書

始
号
信
玄
記
、
後
称
甲
陽
軍
鑑
也
、
又
有
甲
州
兵
乱
記
、
是
春
日
総
次
郎
作
也
、

　

能
房
は
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
つ
い
て
、
元
来
は
、
天
正
六
年
ま
で
は
高
坂
弾
正
が
、
以
後
は
高
坂
弾
正
の
姪
・
春
日
総
次
郎
が
記
録

し
た
「
日
紀
」
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
上
で
、
同
書
は
「
甲
州
之
士
小
畑
」（
＝
小
幡
勘
兵
衛
）
が
「
巧
言
書
加
諸
事
」
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、「
誤
多
」
く
「
偽
繁
多
」
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
記
事
か
ら
も
、
編
者
神
戸
能
房
が
、
史
実
と
「
誤
」
や
「
偽
」
と

の
区
別
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
一
例
、『
江
源
武
鑑
』
に
つ
い
て
の
批
判
（
天
正
二
年
条
）
を
示
し
て
お
き
た
い
。『
江
源
武
鑑
』
は
、
天
文
六
年
か
ら
元
和

九
年
に
至
る
佐
々
木
六
角
家
の
日
記
の
形
式
を
も
つ
書
物
で
、
沢
田
源
内
（
氏
郷
）
の
偽
作
し
た
も
の
と
し
て
、
の
ち
に
偽
書
の
代
表

的
な
も
の
と
な
る
同
書
に
つ
い
て
は
、
建
部
賢
明
『
大
系
図
評
判
遮
中
抄
』
や
小
林
正
甫
『
重
編
応
仁
記
』
な
ど
、
多
く
の
批
判
が
あ

る）
4
（

が
、『
伊
勢
記
』
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
も
、
比
較
的
早
期
の
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
。

当
年
、
六
角
義
賢
父
子
江
州
没
落
、
然
而
氏
郷
偽
作
江
源
武
鑑
云
、
以
義
賢
・
義
弼
為
一
族
、
以
義
実
・
義
秀
為
惣
領
、
是
作
名

也
、
先
祖
高
頼
、
嫡
子
氏
綱
、
次
男
定
頼
云
々
、
非
也
、…
氏
郷
云
己
称
其
子
孫
、
偽
作
江
源
武
鑑
、
剰
今
世
三
十
巻
之
大
系
図
、

并
太
田
泉
州
之
関
原
軍
記
等
、
加
入
筆
、
有
義
秀
・
義
弼
等
之
作
名
、
皆
偽
也
、
彼
沢
田
氏
郷
者
、
沢
田
夫
兵
衛
之
子
也
、
元
在

京
而
作
浄
琉
璃
本
送
身
命
、
偽
習
之
作
己
系
図
、
自
慶
安
比
、
名
乗
六
角
兵
部
云
々
、
大
国
賊
也
、
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右
の
よ
う
に
、
神
戸
能
房
は
、『
江
源
武
鑑
』
や
『
三
十
巻
之
大
系
図
』
を
沢
田
氏
郷
の
偽
作
と
し
、
氏
郷
を
「
大
国
賊
」
と
ま
で

い
っ
て
指
弾
す
る
。
で
は
、
能
房
自
身
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
史
実
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
に
検
討
す

る
。

三
、
古
記
録
・
古
文
書
の
利
用

　
『
伊
勢
記
』
の
編
纂
態
度
の
特
徴
を
最
も
よ
く
窺
わ
せ
る
の
が
、
応
安
四
年
条
末
尾
の
左
の
記
事
で
あ
る
。

今
年
、
太
平
「
記
」
撰
成
、
作
者
不
詳
、
於
比
叡
山
作
云
之
云
々
、
或
云
廿
巻
已
上
玄
恵
作
云
々
、
自
《
古
伝
「
人
」
云
、
太
平
記

誤
多
年
月
日
「
次
」
不
慥
、
又
名
官
「
位
姓
名
」
誤
「
多
」、
或
闕
「
事
」「
段
」
多
、
或
「
誤
」「
誤
事
」
偽
多
、「
非
実
録
」、
凡
帝
「
奇
」
怪
事
皆
偽

也
、
又
書
札
皆
作
物
也
、
文
法
「
初
中
後
」
一
様
、「
以
可
見
云
云
」
云
々
、
別
書
之
、
増
鏡
・
正
統
記
・
保
暦
間
記
・
公
卿
補
任
・
親
房

日
記
・
日
並
記
・
諸
家
系
図
・
諸
国
年
代
記
・
新
葉
集
・
園
太
暦
、
其
外
家
々
文
書
考
之
、
則
「
可
知
」
其
誤
悉
彰
、
予
常
集
「
而
」

記
之
「
欲
」「
備
便
覧
」、
又
「
近
代
」
元
和
寛
永
「
比
」
近
代
人
作
太
平
記
評
判
「
大
全
」
者
、
以
偽
「
文
飾
」
重
偽
「
書
」
者
也
、
故
不
足
用

「
焉
」》
之
、
其
説
皆
非
也
、
又
後
人
作
南
方
記
者
、
自
明
徳
至
長
禄
也
、
続
正
統
記
・
読

（
マ
マ
）太

平
記
・
難
太
平
記
等
有
之
、

　

右
の
記
事
の
冒
頭
に
「
今
年
、
太
平
「
記
」
撰
成
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
『
太
平
記
』
に
記
さ
れ
る
で
き
ご
と
の
最
終
年
次
を

根
拠
と
し
て
推
定
し
た
も
の
で
、『
太
平
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
説
と
し
て
は
問
題
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う）

5
（

。
ま
た
、「
太
平
記
評
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判
「
大
全
」」
の
「
偽
」
に
対
す
る
批
判
は
、
前
節
で
見
た
諸
書
に
対
す
る
批
判
と
同
様
の
も
の
と
い
え
る
。

　

注
意
さ
れ
る
の
は
、
右
の
記
事
に
よ
っ
て
、
神
戸
能
房
が
多
様
な
文
献
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と）

6
（

、
そ
し
て
、
編
者

能
房
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
太
平
記
』
の
誤
り
が
知
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
文

献
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
史
実
」
を
解
明
す
る
と
い
う
『
伊
勢
記
』
の
方
法
が
、
こ
こ
か
ら
顕
著
に
看
取
で
き
る
。

　
『
伊
勢
記
』
が
こ
れ
ら
の
文
献
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か
、
そ
の
全
て
に
つ
い
て
は
述
べ
る
用
意
も
紙
幅
も
な
い
た
め
、
以

下
、
特
に
、
古
記
録
と
古
文
書
の
う
ち
数
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ま
ず
、『
園
太
暦
』
に
つ
い
て
。『
園
太
暦
』
に
よ
る
記
事
は
、『
伊
勢
記
』
に
極
め
て
多
い
。
た
と
え
ば
、
観
応
二
年
十
一
月
条
に

は
、「
源
一
品
親
房
説
、
光
任
民
部
卿
談
之
」（
十
七
日
条
）、「
梶②

井
門
跡 
「①
南
方
勅
以
」
南
方
忠
雲
僧
正
拝
領
「
為
」」（
十
九
日
条
）、「
自

南
方
賀
茂
神
主
「
被
」
改
替
云
云
」（
二
十
日
条
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、『
園
太
暦
』
に
該
当
記
事
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
、『
伊
勢
記
』
が
『
園
太
暦
』
を
重
要
な
史
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

な
お
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
伊
勢
記
』
に
は
、『
園
太
暦
』
の
記
主
・
洞
院
公
賢
が
南
朝
に
仕
え
て
い
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
武
四
年
正
月
条
に
は
、「
洞
院
右
大
臣
公
賢
〈
園
太
暦
作
者
、
於
南
朝
無
記
録
、
略
之
乎
〉、
大
納
言
師
基
至
南

朝
「《
公
賢
後
日
帰
京
》」」
と
見
え
、
ま
た
、
同
年
七
月
廿
日
条
に
「
吉
野
「
宮
者
、
関
白
」
三
公
左
大
臣
経
忠
、
右
大
臣
公
賢
〈
一
説
在
京
乎
、

後
降
京
都
、
延
元
四
年
乎
、
興
国
四
年
乎
〉
…
」
と
、
さ
ら
に
、
康
永
二
年
条
の
末
尾
に
も
、「
今
年
、
南
朝
洞
院
右
大
臣
公
賢
降
北

朝
、
任
左
大
臣
、
号
中
園
」
と
見
え
る
。
神
戸
能
房
は
公
賢
に
つ
い
て
、
建
武
四
年
（
南
朝
延
元
二
年
）
正
月
か
ら
一
定
の
期
間
、
南

朝
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。

　

さ
ら
に
、
公
賢
が
南
朝
に
仕
え
て
い
た
と
さ
れ
る
上
記
の
時
期
が
、『
園
太
暦
』
の
散
逸
年
代
に
相
当
す
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
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川
平
敏
文
氏
は
、
近
世
前
期
に
兼
好
法
師
の
事
跡
に
つ
い
て
記
す
『
園
太
暦
』
の
「
偽
文
」
が
作
り
出
さ
れ
、
後
世
の
兼
好
の
イ
メ
ー

ジ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
「
偽
文
」
は
、「『
園
太
暦
』
の
散
逸
箇
所
な
ど
を
巧
妙
に
利
用
し
た
」
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る）

7
（

。『
伊
勢
記
』
に
は
、
兼
好
法
師
に
関
す
る
『
園
太
暦
』
偽
文
の
直
接
的
な
影
響
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
し
か
し
、
川
平
氏
の
指
摘
さ
れ
る
、「『
園
太
暦
』
偽
文
の
淵
源
が
江
戸
初
期
の
伊
賀
に
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
」、
さ
ら
に
、
そ
の

偽
文
の
成
立
が
「
伊
賀
・
伊
勢
文
化
圏
と
い
う
歴
史
的
・
文
学
的
地
盤
に
よ
っ
て
、
堅
固
に
支
え
ら
れ
て
い
た
」
こ
と）

8
（

を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
公
賢
が
南
朝
に
参
仕
し
た
と
記
す
『
伊
勢
記
』
と
、
兼
好
に
関
す
る
「『
園
太
暦
』
偽
文
」
と
は
、
そ
の
根
源
に
、
近
世
前
期

の
「
伊
賀
・
伊
勢
文
化
圏
と
い
う
歴
史
的
・
文
学
的
地
盤
」
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
親
房
日
記
」
に
つ
い
て
見
る
。
北
畠
親
房
の
日
記
の
存
在
は
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
伊
勢
記
』
元
弘
元
年
条

に
は
、「
八
月
…
十
日
〈
于
異
九
日
〉
改
元
、〈「
改
元
徳
三
年
為
元
弘
元
年
、
但
」
関
東
不
用
元
弘
号
、
尚
称
元
徳
三
年
、
自
後
有
親
房
卿
日
記

至
興
国
四
年
〉」
と
「
親
房
卿
日
記
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
え
、
さ
ら
に
、
建
武
三
年
二
月
九
日
条
に
も
、「〈
親
房
記
十
三
日
桜
山

合
戦
尊
氏
没
落
西
海
外
、
合
戦
不
見
〉」
と
「
親
房
記
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。

　

右
の
「
親
房
記
」
に
つ
い
て
の
記
事
は
、『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
、「
十
三
日
、
桜
山
合
戦
、
官
軍
有
レ
利
、
凶
徒
没
二
落
西
海
一
」

（
新
校
群
書
類
従
本
）
と
あ
る
の
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
、
神
戸
能
房
は
、『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
、
親
房
の
日
記
と
見
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、『
元
弘
日
記
裏
書
』
は
元
弘
元
年
か
ら
興
国
元
年
ま
で
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
能
房
が
元
弘
元

年
の
記
事
に
お
い
て
「
至
興
国
四
年
」
と
記
し
て
い
る
点
に
は
疑
問
が
残
る
。
な
お
、『
伊
勢
記
』
に
は
『
元
弘
日
記
裏
書
』
に
基
づ

く
記
事
も
多
く
、『
園
太
暦
』
の
場
合
と
同
様
、
古
記
録
を
史
料
と
し
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る）

9
（

。

　

一
方
、
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
は
、『
伊
勢
記
』
に
は
、
奥
州
相
馬
家
の
『
相
馬
文
書
』
や
、
紀
州
藩
領
内
に
伝
存
し
た
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『
淡
輪
文
書
』・『
古
和
文
書
』・『
紀
伊
国
造
家
文
書
』
に
基
づ
く
記
事
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
他
に
も
、『
伊
勢
記
』
に
は
、

古
文
書
に
基
づ
く
記
事
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
の
だ
が
、

『
伊
勢
記
』
の
編
纂
に
古
文
書
が
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
数
例
を
示
す
。

　

ま
ず
、
紀
州
藩
領
内
に
伝
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
つ
い
て
。

　

元
弘
元
年
九
月
三
日
条
に
「
六
波
羅
状
云
…
」
と
し
て
引
か
れ
る
元
弘
元
年
九
月
二
日
付
の
文
書
は
、
伊
都
郡
の
『
隅
田
家
文
書
』

（『
和
歌
山
県
史　

中
世
史
料
一
』）
一
一
「
北
条
仲
時
軍
勢
催
促
状
案
」
に
同
文
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
永
享
十
年
九
月
条
に
引
か

れ
る
九
月
八
日
付
隅
田
三
郎
五
郎
宛
の
「
畠
山
状
」
も
、『
隅
田
家
文
書
』（『
同
前
』）
三
四
「
畠
山
持
国
感
状
写
」
と
同
文
。

　

正
慶
二
年
正
月
条
の
「
同
十
日
、
令
旨
給
粉
川
」
と
あ
る
「
令
旨
」
は
、
那
賀
郡
の
『
粉
河
寺
文
書
』（『
同
前
』）
四
「
護
良
親
王

令
旨
案
」（
□
弘
三
年
正
月
十
一
日
付
）
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
し
、
建
武
四
年
十
一
月
廿
二
日
条
の
「「
為
尊
氏
直
義
追
罰
、
大
塔
若
宮
使
右
馬
頭
」

給
令
旨
於
紀
州
粉
河
寺
」
と
あ
る
「
令
旨
」
も
、『
同
』
一
〇
「
大
塔
若
宮
令
旨
案
」（
延
元
々
年
十
一
月
廿
二
日
付
、
右
馬
頭
奉
）
を

指
す
も
の
だ
ろ
う
。

　

貞
和
三
年
条
の
「
冬
十
月
、
南
朝
「
賜
綸
旨
於
紀
州
」
粉
川
「
河
」
寺
、
御
願
、
左②

少
弁
正
雄
奉
、
命
粉
河
誓①

度
寺
慱
「
博
」
翁
上
人
、
依③

兵

事
「
革
」
也
「
御
願
也
」」
と
あ
る
「
綸
旨
」
は
、『
興
国
寺
文
書
』（『
和
歌
山
県
史　

中
世
史
料
二
』）
一
二
「
後
村
上
天
皇
綸
旨
案
」（
誓

度
寺
長
老
転
翁
上
人
禅
室
宛
、
左
少
弁
正
雄
奉
）。
観
応
二
年
十
月
条
の
「「
同
十
八
日
、「
南
朝
賜
綸
旨
於
紀
州
」
粉
川
「
寺
」
綸
旨
志
一
上
人

「
令
戮
力
官
軍
」
右
「
兵
」
衛
督
奉
」
と
あ
る
「
綸
旨
」
も
、『
同
』
一
三
「
後
村
上
天
皇
綸
旨
案
」（
正
平
六
年
十
月
十
八
日
付
、
右
兵
衛
督

奉
、
至
一
上
人
御
房
宛
）。
な
お
、
上
記
二
通
は
、
文
化
元
年
に
那
賀
郡
粉
河
の
誓
度
寺
か
ら
興
国
寺
に
入
っ
た
も
の）

10
（

。

　

暦
応
二
年
条
に
「
夏
四
月
五
日
、「
宮
方
」
伊
勢
「
守
護
」
愛
洲
三
郎
左
衛
門
尉
宗
実
、
依
軍
功
、
給
〈
綸
旨
左
中
弁
奉
〉
朝
明
郡
萱
生
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御
厨
地
頭
職
〈
六
郎
入
道
跡
也
〉」
と
あ
る
「
綸
旨
」
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』「
古
文
書
之
部
第
十
四）

11
（

」
所
収
「
本
宮
社
家
二
階
堂
氏

蔵
」
の
後
村
上
天
皇
綸
旨
（
延
元
四
年
四
月
五
日
付
、
左
中
弁
奉
）。
愛
洲
氏
か
ら
二
階
堂
氏
へ
の
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
未
考
。

　

以
上
、
紀
州
伝
来
の
古
文
書
に
つ
い
て
見
た
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、『
伊
勢
記
』
に
は
古
文
書
に
よ
る
ら
し
い
記
事
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
建
武
二
年
十
一
月
条
の
「
同
十
五
日
、
奥
州
結
城
上
野
介
宗
広
入
道
給
官
符
、
領
白
河
郡
内
摂
津
入
道
々
栄
跡
、
勲
功
賞

也
」
と
い
う
記
事
や
、
暦
応
二
年
九
月
条
「
同
廿
八
日
、「
常
州
一
品
入
道
」
親
房
卿
「
使
」
執
事
越
後
権
守
秀
仲
奉
「
贈
」
書
給
「
於
奥
州
」
結
城

親
朝
「
之
許
、
告
南
朝
遺
詔
、
且
示
起
兵
云
云
」」
と
い
う
記
事
な
ど
、『
白
河
結
城
文
書
』（『
白
河
市
史
史
料
編
２　

古
代
・
中
世
』
所
収
）
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
記
載
は
多
い
。
な
お
、『
白
河
結
城
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
慶
安
二
年
ま
で
白
河
藩
主
で
あ
っ
た
榊
原
忠
次
が
調
査
し

て
い
る
こ
と
、
林
鵞
峰
の
編
と
さ
れ
る
写
本
が
存
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

12
（

ほ
か
、
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
に
も
、
松
平
忠
房
旧
蔵

の
写
本
（『
奥
州
白
河
古
状
写
』）
を
蔵
す
る
。

　

ま
た
、
天
文
二
十
一
年
条
に
は
、「
十
一
月
十
四
日
、「
丹
波
国
細
川
晴
元
入
道
之
党
」
給
知
行
目
録
状
、
元
秀
状
、
又
波
多
野
「
出
自
」
宇
津

「
城
」
要
害
進
発
「
所
々
云
云
」、
塩
川
伯
耆
注
進
、
同
日
夜
波
々
伯
部
状
知
行
目
録
共
有
之
、
同
日
晴
元
状
、
領
地
如
望
、
同
名
孫
四
郎

亦
給
」
と
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
、「
知
行
目
録
状
」
は
、『
波
多
野
家
文
書
』（『
兵
庫
県
史
資
料
編　

中
世
九
』。
国
立
公
文
書
館
蔵

『
諸
家
文
書
纂
』
の
う
ち
）
一
八
「
細
川
晴
元
袖
判
知
行
等
在
所
目
録
写
」
を
、「
波
々
伯
部
状
」
は
『
同
』
一
七
「
波
々
伯
部
宗
徹
副

状
写
」
を
、「
晴
元
状
」
は
『
同
』
一
六
「
細
川
晴
元
知
行
宛
行
状
写
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
『
波

多
野
家
文
書
』
に
よ
る
ら
し
い
記
事
は
存
す
る
が
、
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
未
考
。

　

こ
の
ほ
か
、「
和
州
普
賢
寺
」、「
和
州
普
賢
寺
七
郎
」、「
和
州
普
賢
寺
中
八
郎
」、「
和
州
普
賢
寺
中
某
」
ら
に
宛
て
た
と
さ
れ
る
細

川
澄
元
ら
の
文
書
の
引
用
も
、
六
箇
所
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
文
書
群
に
よ
る
も
の
か
は
、
未
考
。
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さ
ら
に
、
足
利
義
教
・
義
稙
（
義
材
／
義
尹
）
の
御
内
書
の
引
用
が
十
箇
所
に
見
え
る
の
も
、
注
意
を
惹
く
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
曾
我
尚
祐
編
『
和
簡
礼
経
』（
改
定
史
籍
集
覧
本
）
の
、
巻
四
ま
た
は
巻
六
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
小
宮
木
代
良
氏
は
『
和
簡
礼

経
』
全
十
巻
に
つ
い
て
、「
い
わ
ば
、
尚
祐
の
研
究
用
資
料
の
一
次
的
集
積
を
あ
ま
り
整
理
せ
ず
に
並
べ
た
だ
け
の
も
の
」
で
あ
り
、

「
整
理
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
流
布
し
て
い
た
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る）

13
（

か
ら
、『
伊
勢
記
』
が
参
照
し
た
の

は
、『
和
簡
礼
経
』
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
伊
勢
記
』
は
古
記
録
・
古
文
書
を
多
く
用
い
て
い
る
。
史
実
の
追
究
を
目
的
と
す
る
編
纂
態
度
の
現
れ
と
い
え
よ

う
。
な
お
、
古
文
書
や
古
記
録
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
更
に
古
文
書
学
的
・
史
料
論
的
観
点
か
ら
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
、『
伊
勢
記
』
成
立
の
文
献
的
環
境

　

以
上
、『
伊
勢
記
』
が
資
料
源
と
す
る
文
献
の
一
斑
を
示
し
た
が
、
で
は
、
編
者
神
戸
能
房
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
接
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
伊
勢
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
頃
に
、
編
者
神
戸
能
房
が
和
歌
山
に
在
住
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
前
稿
で
述
べ
た
。
こ
れ
に
加
え
、

『
伊
勢
記
』
が
紀
州
藩
領
内
の
文
書
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、『
伊
勢
記
』
編
纂
の
背
景
に
、
紀
州
藩
に
お
け
る
典
籍
・
古
文

書
の
集
積
が
存
在
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
い
え
ば
、『
伊
勢
記
』
編
纂
に
紀
州
藩
の
支
援
あ
る
い
は
下
命
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
想
定
さ
れ

る
。
紀
州
藩
が
『
伊
勢
記
』
に
相
当
す
る
よ
う
な
歴
史
書
の
編
纂
に
関
与
し
た
、
あ
る
い
は
、
近
世
前
期
に
紀
州
藩
に
お
い
て
、
ま
と

ま
っ
た
文
書
採
集
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
近
世
前
期
の
紀
州
に
お
け
る
文
事
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま

た
、
諸
藩
に
よ
る
古
文
書
調
査
・
歴
史
書
編
纂
の
一
例
と
し
て
も
、『
伊
勢
記
』
成
立
の
背
景
に
は
、
多
く
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
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一
方
で
、
神
戸
能
房
は
、
度
会
延
佳
ら
に
よ
っ
て
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
に
設
立
さ
れ
た
豊
宮
崎
文
庫
に
も
、
関
わ
っ
て
い
た

ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
和
歌
山
市
の
長
覚
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
『
北
畠
源
氏
系
図）

14
（

』
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
『
系

図
』
は
能
房
に
つ
い
て
、
主
君
蒲
生
忠
知
の
没
し
た
後
、
江
州
・
勢
州
神
戸
・
同
国
船
江
・
志
州
鳥
羽
を
経
て
、
慶
安
二
年
に
「
山
田

文
庫
」
に
遷
っ
た
と
記
し
、
次
い
で
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
は
「
紀
州
若
山
」
に
来
り
「
国
主
大
納
言
家
」
に
奉
え
た
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
能
房
は
、
慶
安
二
年
か
ら
承
応
二
年
ま
で
、
伊
勢
山
田
に
在
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）

15
（

。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
、『
伊
勢
記
』
か
ら
窺
え
る
神
戸
能
房
の
文
献
の
蓄
積
、
ま
た
そ
の
学
問
的
方
法
に
は
、
伊
勢
山
田
・
豊
宮
崎
文

庫
を
め
ぐ
る
文
献
の
流
通
や
知
識
人
の
交
流
が
影
響
し
て
い
た
こ
と
も
、
想
定
さ
れ
る
。『
伊
勢
記
』
長
享
三
年
十
月
条
に
は
、
卜
部

兼
倶
の
神
道
説
を
批
判
す
る
部
分
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、「
凡
兼
倶
者
偽
神
道
者
也
、
或
作
名
法
要
集
而
迷
人
、
或
為
取
施
物
偽
焼
神

道
護
摩
用
印
明
、
或
作
五
重
相
伝
、
如
偏
仏
道
之
教
也
…
其
非
説
計
不
遑
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
度
会
延
佳
『
太
神
宮

神
道
或
問
』
上
（
神
道
大
系
『
伊
勢
神
道
』
下
）
に
、「
神
道
護
摩
・
神
道
加
持
な
ど
云
事
は
、
…
実
は
吉
田
の
兼
倶
と
云
者
大
方
は

作
出
し
た
る
事
と
な
り
。
…
神
道
護
摩
・
神
道
加
持
は
仏
家
を
盗
た
る
偽
事
な
り
」
と
い
う
非
難
と
類
似
し
も
す
る
。

　

た
だ
し
、
以
上
は
す
べ
て
状
況
証
拠
で
あ
り
、
神
戸
能
房
と
度
会
延
佳
ら
伊
勢
文
壇
の
人
々
と
に
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
確
言
す
る

に
足
る
確
実
な
論
拠
は
、
い
ま
だ
見
出
だ
し
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
神
戸
能
房
編
『
伊
勢
記
』
の
著
述
目
的
と
特
徴
、
ま
た
、
そ
の
成
立
環
境
に
つ
い
て
、
述
べ
た
。
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る

課
題
を
多
く
残
し
た
が
、『
伊
勢
記
』
は
、
近
世
前
期
に
お
け
る
古
文
書
収
集
や
歴
史
書
編
纂
に
つ
い
て
、
ま
た
、
当
該
期
の
伊
勢
山
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田
・
紀
州
和
歌
山
に
お
け
る
人
的
・
文
献
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
と
考
え
る
。

注（
1
） 
拙
稿
「『
南
方
紀
伝
』・『
桜
雲
記
』
の
成
立
環
境
―
『
桜
雲
記
』
浅
羽
成
儀
作
者
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
国
文
』
七
八
‐
一
一
、
平
成

二
一
年
一
一
月
）。
以
下
、
前
稿
と
す
る
。

（
2
） 

神
戸
能
房
（
良
政
）
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
榊
原
千
鶴
「
牢
人
神
戸
良
政
の
著
述
活
動
―
近
世
初
期
に
み
る
『
平
家
物
語
』
享
受
の
背
景

―
」（『
平
家
物
語　

創
造
と
享
受
』（
三
弥
井
書
店
、
平
成
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。
前
稿
は
多
く
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
3
） 『
伊
勢
記
』「
公
卿
補
」
は
、
正
中
元
年
を
除
く
全
て
の
年
の
『
公
卿
補
任
』
の
記
事
を
収
め
る
が
、
一
方
、「
本
編
」
に
は
、「
春
「
正
月
、
朝

儀
如
例
」
公
卿
補
任
闕
」（
康
永
二
年
条
）、「「
後
光
厳
御
一
代
公
卿
補
任
闕
」」（
観
応
二
年
条
末
尾
挿
入
の
一
紙
）、「
同
月
、「
武
家
将
軍
」
源
義
教
叙
従
二
位

〈
永
亨
年
中
公
卿
補
任
今
本
闕
之
、
予
未
見
之
、
別
有
之
〉」（
永
享
元
年
十
二
月
条
）、「
自
元
年
至
十
二
年
、
公
卿
補
任
今
本
闕
」（
永
享
十
二

年
条
末
尾
）
と
見
え
、『
伊
勢
記
』
編
纂
当
初
に
編
者
の
も
と
に
あ
っ
た
『
公
卿
補
任
』
に
は
欠
落
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
欠
落
を
、

編
纂
途
中
の
あ
る
時
期
に
補
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
右
の
引
用
部
分
を
含
め
、『
伊
勢
記
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
に
は
、
補
入

や
抹
消
が
多
く
施
さ
れ
て
い
る
が
、
誌
面
に
こ
れ
を
再
現
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
引
用
に
際
し
て
は
、
補
入
部
分
は
、
本
文
中
の
補
入

す
べ
き
箇
所
に
「　

」
を
付
し
て
示
し
、
割
注
部
分
は
〈　

〉
に
よ
っ
て
、
割
注
と
し
て
記
す
べ
き
符
号
（
該
当
文
字
の
左
肩
に
「
＝
」
印
）

の
付
さ
れ
て
い
る
文
字
は
《　

》
に
よ
っ
て
、
示
す
。
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
該
当
す
る
文
字
の
上
に　

　

を
付
し
て
示
し
、
文
字
の
順

序
の
入
替
が
指
示
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
指
示
に
従
っ
た
順
序
を
数
字
を
付
し
て
示
し
た
。
以
下
に
示
す
『
伊
勢
記
』
の
本
文
も
、
全
て
「
本

編
」
の
も
の
で
あ
る
。

（
4
） 

太
田
亮
『
家
系
系
図
の
合
理
的
研
究
法
』（
立
命
館
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
年
）
第
十
章
「
偽
系
図
の
研
究
」
第
五
節
「
系
図
作
者
」。

（
5
） 『
太
平
記
』
の
最
下
年
次
の
記
事
と
さ
れ
る
、
巻
三
十
九
「
諸
大
名
讒
道
朝
事
附
道
誉
大
原
野
花
会
事
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
の
斯
波

義
将
に
よ
る
桃
井
直
常
追
討
は
、『
日
本
王
代
一
覧
』
後
円
融
院
応
安
四
年
条
に
、「
同
（
七
）
月
、
桃
井
直
常
越
中
ヘ
出
張
合
戦
ス
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、『
伊
勢
記
』
も
応
安
四
年
条
に
「
此
（
七
）
月
、
桃
井
直
常
出
張
于
越
中
「
与
斯
波
義
将
之
兵
」
合
戦
、
屡
有
勝
敗
」
と
記
す
。
な
お
、

こ
の
ほ
か
、
史
書
の
成
立
に
つ
い
て
の
記
事
と
し
て
、『
増
鏡
』（
正
慶
二
年
条
）、『
保
暦
間
記
』（
暦
応
四
年
条
）、『
明
徳
記
』（
明
徳
三
年
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条
）、『
嘉
吉
記
』（
嘉
吉
元
年
十
一
月
条
）
が
あ
る
。

（
6
） 

引
用
末
尾
の
抹
消
部
分
に
見
え
る
「
南
方
記
」
と
「
読

（
続
）

太
平
記
」
に
つ
い
て
は
、
長
禄
二
年
七
月
晦
日
条
に
も
、「
南
帝
断
絶
至
秋
于
此

代
々
有
正
統
続
記
・
続
太
平
記
〈
自
明
徳
至
長
禄
、
後
人
之
作
也
〉・
南
方
記
等
」
と
見
え
る
。
こ
ち
ら
の
記
事
で
は
、「
自
明
徳
至
長
禄
」
を

対
象
と
す
る
の
は
「
続
太
平
記
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
南
方
記
」
や
「
続
太
平
記
」
の
現
物
を
見
ず
、
伝

聞
で
記
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、「
南
方
記
」
と
い
う
書
名
は
、
寛
永
九
年
の
書
写
奥
書
を
も
つ
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
和
漢

書
籍
名
目
』
に
見
え
る
（
注
（
1
）
拙
稿
）。
一
方
、「
続
太
平
記
」
と
い
う
書
名
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
伊
南
芳
通
『
続
太
平
記
貍
首
編
』

だ
が
、『
続
太
平
記
貍
首
編
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
で
、
そ
の
「
凡
例
」
の
年
紀
も
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
で
あ

り
（
倉
員
正
江
「
兵
学
者
伊
南
芳
通
と
『
続
太
平
記
貍
首
編
』
―
通
俗
軍
書
に
見
る
当
代
政
治
批
判
―
」（『
近
世
文
藝
』
七
〇
、
平
成
一
一
年

七
月
）。
な
お
、
倉
員
氏
は
「
凡
例
」
の
年
紀
を
、
貞
享
三
年
に
出
版
さ
れ
た
際
の
作
為
と
判
断
さ
れ
て
い
る
）、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に

没
し
た
神
戸
能
房
が
『
続
太
平
記
貍
首
編
』
に
言
及
す
る
と
い
う
の
は
、
時
期
的
に
早
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
） 

川
平
敏
文
『
兼
好
法
師
の
虚
像
―
偽
伝
の
近
世
史
―
』（
平
凡
社
、
平
成
一
八
年
）
序
章
「
偽
伝
以
前
」。

（
8
） 

川
平
氏
注
（
７
）
前
掲
書
、
第
一
章
「『
園
太
暦
』
偽
文
の
誕
生
」。

（
9
） 「
親
房
日
記
」
と
い
う
書
名
は
、『
北
畠
准
后
伝
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
・
古
文
書
の
う
ち
）
に
も
確
認
で
き
る
。

『
北
畠
准
后
伝
』
に
は
、「
親
房
日
記
」
へ
の
言
及
の
ほ
か
に
も
『
伊
勢
記
』
と
の
共
通
点
を
多
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
両
書
の
関
係
は
極
め

て
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
る
予
定
。
な
お
、
以
上
の
ほ
か
、『
伊
勢
記
』
に
は
、
日
記
に
関
す
る
言
及
と
し
て
、

寛
正
六
年
条
に
、「
八
月
十
日
、
勢
州
神
戸
蔵
人
貞
正
献
太
刀
将
軍
、
同
太
刀
送
伊
勢
守
貞
親
「
被
官
」
蜷
川
「
新
右
衛
門
」
親
元
、
日
記
有
之
、
則

両
返
事
蜷
川
式
部
申
次
之
」
と
、『
蜷
川
親
元
日
記
』
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、『
蜷
川
親
元
日
記
』（
増
補
続
史
料
大
成
本
）

寛
正
六
年
八
月
十
日
条
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） 『
和
歌
山
県
史　

中
世
史
料
一
』
解
説
に
よ
る
と
、
粉
河
誓
度
院
は
「
興
国
寺
の
末
寺
た
る
地
位
に
あ
」
り
、
興
国
寺
所
蔵
の
誓
度
院
文
書

の
巻
子
に
は
、
裏
打
紙
に
「
文
化
元
甲
子
歳
自
誓
度
寺
入
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 『
紀
伊
続
風
土
記
』
第
三
輯
（
帝
国
地
方
行
政
学
会
出
版
部
、
明
治
四
四
年
）。

（
12
） 

結
城
錦
一
「
結
城
文
書
と
そ
の
伝
来
」（
結
城
宗
広
事
蹟
顕
彰
会
編
『
結
城
宗
広
』
富
山
房
、
昭
和
一
六
年
）。
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（
13
） 

小
宮
木
代
良
「
曾
我
流
書
札
礼
書
諸
本
と
「
書
札
法
式
」
に
つ
い
て
」（『
江
戸
幕
府
の
日
記
と
儀
礼
資
料
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
八
年
）。

（
14
） 

現
在
、
原
本
所
在
不
明
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
（
原
蔵
者
は
和
歌
山
市
西
汀
町
・
長
覚
寺
の
北
畠
清
徳
氏
。
明
治
二
二
年
謄

写
。
同
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）
に
よ
る
。
同
系
図
は
、
村
上
天
皇
以
下
、
北
畠
氏
歴
代
お
よ
び
そ
の
傍
流

に
つ
い
て
記
し
た
系
図
で
、
神
戸
家
と
そ
の
支
流
高
嶋
家
と
に
つ
い
て
、
比
較
的
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
系
図
中
に
記
さ
れ
る
最
終
年
次
は
、

能
房
の
弟
・
政
治
の
没
し
た
延
宝
七
年
で
、
ま
た
、
世
代
的
に
は
、
能
房
の
子
が
最
下
限
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
て
、
同
『
系
図
』
は
、
能
房

の
近
縁
の
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
か
、
も
し
く
は
、
そ
の
系
図
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
） 

平
泉
澄
「
東
家
秘
伝
の
識
見
」（『
神
道
史
研
究
』
一-

二
、
昭
和
二
八
年
四
月
）
に
よ
る
と
、
能
房
（
良
政
）
は
、
慶
安
五
年
六
月
に
、
伊

藤
栄
治
に
対
し
、
北
畠
親
房
の
神
道
書
『
東
家
秘
伝
』
を
相
伝
し
て
い
る
（
同
書
神
宮
文
庫
本
奥
書
）。『
北
畠
源
氏
系
図
』
に
よ
る
限
り
、
こ

の
と
き
能
房
は
山
田
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
、
川
平
敏
文
氏
に
よ
る
と
、
伊
藤
栄
治
は
、
慶
安
五
年
七
月
に
豊
宮
崎
文
庫
に
自
ら
書

写
し
た
『
栄
花
物
語
』
を
奉
納
し
た
際
に
、「
尾
州　

伊
藤
氏
是
哉
」
な
ど
と
識
語
を
記
し
て
お
り
、「
ま
だ
尾
州
の
住
で
あ
っ
た
事
が
確
認
で

き
る
」（
川
平
敏
文
「
伊
藤
栄
治
―
あ
る
歌
学
者
の
生
涯
―
」（『
雅
俗
』
九
、
平
成
一
四
年
一
月
））。
よ
っ
て
、
こ
の
『
東
家
秘
伝
』
相
伝
が

伊
勢
山
田
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
断
定
し
が
た
い
。

（
文
学
研
究
科
助
教
）
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SUMMARY

The consideration on the ideas and the characteristics of 
Kambe Yoshifusa’s “Iseki”

Michio SETA

The thesis is about Kambe Yoshifusa (1609?-1666)’s “Iseki”. The 
method used in this paper is researching the possible meanings in the 
titles of books which concerned in the “Iseki”. In this way, the research 
conducted to make the ideas of “Iseki” and the characteristics beyond 
the texts to be clear. According to the research above, it can lead to the 
conclusions as below:
1. “Iseki” was made for editing an authentic history book from Shoō era 
to Tensho era.
2. Kambe Yoshifusa edited “Iseki” as an instance to emphasize that he 
was one of the descendants of the Kitabatakes.
3. In order to achieve the ideas above, Yoshifusa referred various ancient 
books and old documents.
4. From the history of Yoshifusa, we may say that his historical research 
was influenced by the communication with people in Wakayama and 
Yamada, and the circulation of ancient books and old documents in the 
places.
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